
（別紙３）

～ 2024年 8月 24日

（対象者数） 23 （回答者数）

～ 2024年 8月 24日

（対象者数） 13 （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
コミュニケーションを通して一緒に考えることで解決法を探

し信頼関係の構築に結びつける。

2
人員配置を充実させ、２人までのお子さんを１人の職員が担

当としている。

3
コミュニケーションを通して一緒に考えることで解決法を探

し信頼関係の構築に結びつける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 保護者からニーズを聞き取る。

2

3

一人一人の特性・家庭環境・生活リズムを踏まえた課題に対し

て対応。

言葉で伝えたいことを説明できる方向へステップを踏んで導

き、対処法を一緒に探しだす。

ソーシャルスキルトレーニングを通して、社会で自信を持って

生活できる力を身につける。

「考えていることを相手に伝える」「その場面で適切な行動」

「お友達はどの様に感じるか」などを一緒に考え生活習慣の確

立につなげる。

お友達とのコミュニケーションが苦手、言葉の遅れが気にな

る、気持ちが散漫になるなどでお悩みのお子さんに「応用行動

分析」を部分的に取り入れて見通しを立てた支援からできるこ

とを増やし習慣化していく。「自主性」「見る力」「考える

力」「協調性」を育る。

課題を細かく360度分析することで、強化する部分を確認す

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

小人数での療育がメインとなっているので、保護者間での情報

が共有されにくい。

個別で行っている面談などをイベント形式で定期的に開催す

る。

2024年 8月 1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年 9月 1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アストハピコ

○保護者評価実施期間
2024年 8月 1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


